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初の優勝を目指して勝ち上がってきた両チーム。新明は全体的に高い身長を最大限に生

かす２―３ゾーン、ＦＦＦはゾーンプレスからハーフコートマンツーマンで対抗。立ち上

がり、新明⑧がロングシュートで勢いよく先制するも、ＦＦＦも同じように⑭がロングシ

ュートを入れ返し両チーム一歩も引かない展開が繰り広げられる。  

 試合の流れを最初に掴んだのは新明。⑫が強力なオフェンスリバウンドからシュートを

ねじ込むと、新明は確実にゴール下を支配。１７―１２で新明が５点のリードで前半を終

える。 

 新明、ＦＦＦともに、ディフェンスを変えずに後半に望む。３クォーターになるとＦＦ

Ｆはここまで抑えられている④にボールを集め攻撃の起点を作る。展開が少し早くなり、

このクォーターは点の取り合いとなり、２９―２２で終了。新明が７点リードで最終クォ

ーターを迎える。 

 第４クォーターに入ると、ＦＦＦは逆転するためにディフェンスのプレッシャーをより

強くする。すると、新明はターンオーバーを繰り返してしまう。勢いに乗ってきたＦＦＦ

は④の得点などでみるみるうちに点差を詰めていく。 

点差はわずか１点、残り９秒。新明のエンドスローインスタートの場面であったが、ス

ローインが痛恨のターンオーバー。ラストチャンスを得たＦＦＦは、最後のプレーで大黒

柱の④に託すと思いきや、パスを受けた④は冷静にシューター⑧にパスを送る。意表をつ

いた攻撃で、⑧はノーマークでミドルシュートを放つと綺麗にゴールに吸い込まれ、土壇

場でＦＦＦは逆転に成功する。新明に残された時間はなくタイムアップとなり、３６－３

５でＦＦＦは嬉しい初優勝を飾った。 

新明は勝負の時間にミスが続いてしまったことは悔やまれるが、⑦、⑧、⑫を中心とし

たバスケットで最後まで戦い抜いた。この大舞台の決勝戦で、素晴らしい試合を行なって

くれた両チームに心から拍手を送りたい。 


